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は
じ
め
に

ク
ロ
ー
ド･

モ
ネ
の
晩
年
は
「《
睡
蓮
》
の
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。

《
睡
蓮
》
連
作
は
、
一
八
九
九
―
一
九
〇
〇
年
に
描
か
れ
た
第
一
連
作
、
一
九
〇
三

年
に
着
手
さ
れ
た
第
二
連
作
、
そ
し
て
大
画
面
作
品
と
制
作
が
続
け
ら
れ
た
。
モ
ネ

は
一
九
二
六
年
に
八
六
歳
で
死
去
、
翌
年
に
は
大
作
の
装
飾
画
が
国
家
に
遺
贈
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
描
き
続
け
ら
れ
た
《
睡
蓮
》
の
作
品
数
は
二
〇

〇
点
を
超
え
る
。
モ
ネ
の
晩
年
の
展
開
は
、
た
し
か
に
「《
睡
蓮
》
の
時
代
」
と
呼

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る
。

た
だ
、
モ
ネ
は
こ
の
時
期
に
《
睡
蓮
》
と
は
異
な
る
二
つ
の
連
作
、《
ロ
ン
ド

ン
》
連
作
と
《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作
を
制
作
し
て
い
る
（
前
者
に
つ
い
て
は
《
テ

ム
ズ
川
の
眺
め
》
連
作
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
簡
略
な
呼
称
を
用
い
る
）。

こ
の
二
つ
の
連
作
に
描
か
れ
た
の
は
、
い
ず
れ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
名
高
い
都
市
で
あ

り
、
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
自
邸
の
庭
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
《
睡
蓮
》
連
作
と
は
性
格
が
大

き
く
異
な
る
。
モ
ネ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
に
滞
在
し
て
制
作
し
た
後
、
持
ち
帰
っ
た

カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
筆
を
加
え
て
完
成
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
連
作
は
、
モ
ネ

の
晩
年
に
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
二
連
作
の
主
題
の
特

徴
と
《
睡
蓮
》
な
ど
他
の
連
作
と
の
関
連
を
通
し
て
、
そ
の
位
置
を
考
察
し
た
い１
。

一
．《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作

モ
ネ
は
一
八
九
九
年
九
月
に
家
族
と
と
も
に
ロ
ン
ド
ン
を
訪
れ
、
一
〇
月
ま
で
滞

在
し
た
（
前
年
、
ロ
ン
ド
ン
で
英
語
を
学
ん
で
い
た
次
男
ミ
シ
ェ
ル
を
見
舞
う
た
め

に
二
週
間
ほ
ど
留
ま
っ
た
が
、
作
品
は
制
作
し
て
い
な
い
）。
彼
は
宿
泊
し
た
サ

ヴ
ォ
イ･

ホ
テ
ル
（
一
八
八
九
年
開
業
、
図
１
）
か
ら
見
え
る
テ
ム
ズ
川
の
眺
め
を

描
き
始
め
る
。
モ
ネ
は
ロ
ン
ド
ン
を
主
題
に
連
作
を
制
作
す
る
考
え
を
か
た
め
、
三

か
月
後
の
一
九
〇
〇
年
二
月
に
ロ
ン
ド
ン
を
再
訪
、
四
月
ま
で
滞
在
す
る
。
今
回
は

単
身
で
あ
り
、
同
じ
ホ
テ
ル
に
部
屋
を
と
っ
て
制
作
に
専
念
し
た
。
翌
年
の
一
九
〇

一
年
に
は
、
一
月
か
ら
四
月
ま
で
制
作
を
続
け
る
（
同
じ
ホ
テ
ル
に
滞
在
）。
モ
ネ

が
取
り
上
げ
た
モ
チ
ー
フ
は
テ
ム
ズ
川
に
架
か
る
チ
ャ
リ
ン
グ･

ク
ロ
ス
橋
と

ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
橋
、
そ
し
て
国
会
議
事
堂
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る２
。
二
つ
の
橋

は
、
滞
在
し
た
サ
ヴ
ォ
イ･

ホ
テ
ル
の
部
屋
で
描
か
れ
た
。
ホ
テ
ル
は
二
つ
の
橋
の

間
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア･

エ
ン
バ
ン
ク
メ
ン
ト
に
建
っ
て
お
り
、
部
屋
の
窓
か
ら
は
、

右
手
に
チ
ャ
リ
ン
グ･

ク
ロ
ス
橋
が
、
左
手
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
橋
が
眺
め
ら
れ
た

（
図
２
参
照
）。
一
方
、
国
会
議
事
堂
は
ホ
テ
ル
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
、
テ

ム
ズ
川
に
面
し
て
位
置
す
る
。
モ
ネ
は
対
岸
の
セ
ン
ト･

ト
ー
マ
ス
病
院
の
テ
ラ
ス

か
ら
国
会
議
事
堂
を
描
い
た
。
現
地
で
の
制
作
の
様
子
は
ア
リ
ス
夫
人
宛
の
手
紙
に

晩
年
の
モ
ネ　
《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作
と
《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作　

六
人
部　

昭　
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窺
わ
れ
る
。「
幸
い
天
気
は
予
想
よ
り
も
良
く
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
部
屋
の
窓
か
ら

制
作
し
、
五
時
に
な
っ
て
太
陽
が
霧
の
中
に
輝
く
よ
う
に
沈
む
頃
に
な
る
と
、
病
院

で
仕
事
を
始
め
る
」３
。
こ
う
し
て
三
年
に
わ
た
っ
て
制
作
に
取
り
組
ん
だ
油
彩
は
、

チ
ャ
リ
ン
グ･
ク
ロ
ス
橋
を
描
い
た
も
の
が
三
四
点
（W

1521-W
1554　

図
３
）、

ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
橋
が
四
一
点
（W

1555-W
1595　

図
４
）、
国
会
議
事
堂
が
一
九

点
（W

1596-W
1614　

図
５
）
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
他
に
、夜
の
レ
ス
タ
ー

･

ス
ク
ェ
ア
を
描
い
た
も
の
が
三
点
（W

1596-W
1614

）
確
認
で
き
る
が
、
連
作

に
発
展
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
夜
景
（
人
工
照
明
）
は
連
作
全
体
に
変
化
を
与
え

る
が
、
モ
ネ
は
、
連
作
が
テ
ム
ズ
川
の
情
景
と
い
う
纏
ま
り
を
得
る
こ
と
を
考
慮
し

た
の
だ
ろ
う
。

連
作
を
検
討
す
る
ま
え
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
テ
ム
ズ
川
や
建
造
物
な
ど
を
描
い
た
先

行
作
品
を
見
て
お
き
た
い
。
一
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
人
画
家
に
は
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー

フ
を
描
い
た
作
品
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
人
画
家
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
も
（
主

に
ロ
ン
ド
ン
で
活
躍
し
、
モ
ネ
と
も
交
友
）、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
に
橋
を
取
り
上
げ

て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
に
も
ド
ー
ビ
ニ
ー
の
作
例
な
ど
が
あ
り
、
ピ
サ
ロ
が
一

八
九
〇
年
に
描
い
た
《
チ
ャ
リ
ン
グ･

ク
ロ
ス
橋
、
ロ
ン
ド
ン
》
は
モ
ネ
と
同
じ
モ

チ
ー
フ
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
、
注
目
さ
れ
る
。
つ
ぎ
に
モ
ネ
自
身
の
先
例
だ
が
、

彼
は
普
仏
戦
争
を
避
け
て
、
一
八
七
〇
―
七
一
年
に
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
、
制
作
も

し
て
い
る
。
残
さ
れ
た
作
品
は
６
点
（W

164-W
169

）
に
す
ぎ
な
い
が
、
ロ
ン
ド

ン
港
や
ハ
イ
ド･

パ
ー
ク
な
ど
、
ロ
ン
ド
ン
を
代
表
す
る
情
景
が
選
ば
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
テ
ム
ズ
川
の
堤
か
ら
国
会
議
事
堂
と
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
橋
を
遠
望

し
た
作
品
も
含
ま
れ
る
。
モ
ネ
は
一
八
九
八
年
に
ロ
ン
ド
ン
を
再
訪
し
た
際
、
こ
の

都
市
を
主
題
に
連
作
を
制
作
す
る
こ
と
を
構
想
し
始
め
た
と
推
測
さ
れ
る
。

《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作
の
モ
チ
ー
フ
を
検
討
し
よ
う
。

チ
ャ
リ
ン
グ･

ク
ロ
ス
橋
は
鉄
道
用
の
鉄
製
の
橋
で
あ
り
、
テ
ム
ズ
川
の
脇
に

チ
ャ
リ
ン
グ･

ク
ロ
ス
駅
が
新
し
く
建
て
ら
れ
る
の
に
と
も
な
っ
て
、
一
八
六
三
年

に
建
造
さ
れ
た
。
ロ
ン
ド
ン
周
辺
の
鉄
道
は
い
く
つ
か
の
民
間
会
社
が
競
争
し
な
が

ら
発
達
し
た
が
、
チ
ャ
リ
ン
グ･

ク
ロ
ス
鉄
道
会
社
が
新
線
を
計
画
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
と
橋
を
建
設
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
こ
に
は
も
と
も
と
ハ
ン
ガ
ー
フ
ォ
ー
ド
橋
と
い

う
吊
り
橋
が
架
か
っ
て
お
り
、
そ
の
橋
脚
を
利
用
し
て
鉄
道
橋
に
作
り
か
え
た
よ
う

だ
。
蒸
気
機
関
が
産
業
革
命
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
蒸
気
機

関
車
に
よ
る
鉄
道
網
は
、
人
々
や
物
資
の
移
動
・
流
通
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
た
。

モ
ネ
は
チ
ャ
リ
ン
グ･

ク
ロ
ス
橋
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
大
半
の
作
品
で
、
蒸
気
機
関

車
が
橋
を
走
り
抜
け
る
姿
を
描
い
て
い
る４
。
一
方
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
橋
は
一
九
世

紀
初
め
に
建
造
さ
れ
た
石
造
り
の
橋
（
カ
ン
ス
タ
ブ
ル
が
一
八
一
七
年
六
月
の
竣
工

時
の
様
子
を
作
品
に
残
す
）。
こ
の
場
所
は
交
通
の
要
所
で
あ
り
、
モ
ネ
の
作
品
で

も
、
橋
の
上
を
通
る
人
々
や
乗
り
合
い
馬
車
が
連
な
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
橋
の
向

こ
う
に
は
工
場
が
並
び
、
霧
が
浅
い
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
煙
突
が
煙
を
吐
き
出
す

の
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
（
図
４
）。
そ
し
て
国
会
議
事
堂
（
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス

タ
ー
宮
）
は
、
一
九
世
紀
中
頃
に
建
造
さ
れ
た
ネ
オ･

ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
石
造
建
築

で
あ
る
。
一
八
三
四
年
の
大
火
（
タ
ー
ナ
ー
が
描
く
）
の
後
、
チ
ャ
ー
ル
ズ･

バ

リ
ー
の
設
計
案
に
基
づ
い
て
建
て
直
さ
れ
た
。
モ
ネ
が
制
作
場
所
に
し
た
病
院
の
テ

ラ
ス
か
ら
は
、
テ
ム
ズ
川
の
対
岸
に
堂
々
と
し
た
姿
を
見
渡
せ
た
に
違
い
な
い
（
セ

ン
ト･

ト
ー
マ
ス
病
院
は
チ
ャ
リ
ン
グ･

ク
ロ
ス
駅
の
建
設
に
と
も
な
っ
て
、
こ
の

地
に
再
築
）５
。
イ
ギ
リ
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
最
初
に
市
民
革
命
と
産
業
革
命
を

成
し
遂
げ
た
。
モ
ネ
が
《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作
で
取
り
上
げ
た
モ
チ
ー
フ
は
、
い
ず
れ

も
英
国
の
首
都
に
ふ
さ
わ
し
い
建
造
物
、
む
し
ろ
典
型
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
だ
っ
た
と

い
え
る
（
連
作
に
い
た
ら
な
か
っ
た
レ
ス
タ
ー･

ス
ク
ェ
ア
も
代
表
的
な
繁
華
街
）。

モ
ネ
は
一
八
七
〇
年
代
に
パ
リ
の
大
通
り
や
サ
ン

=

ラ
ザ
ー
ル
駅
な
ど
、
モ
デ
ル
ニ

テ
に
関
わ
る
モ
チ
ー
フ
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
た
が
（
パ
リ
郊
外
の
セ
ー
ヌ
川
に
架
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か
る
鉄
道
橋
や
走
行
す
る
汽
車
も
描
い
て
い
る
）６
、
一
八
八
〇
年
代
以
降
は
都
市
を

主
題
と
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
モ
ネ
は
晩
年
の
こ
の
時
期
に
、
ロ
ン
ド
ン
と
い
う

近
代
都
市
を
新
た
に
「
連
作
」
と
し
て
描
こ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
。
つ
ぎ
に
連
作
の

構
図
を
見
る
と
、
個
々
の
モ
チ
ー
フ
は
ほ
ぼ
同
じ
構
図
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

制
作
場
所
が
限
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
モ
ネ
は
最
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
制
作
方

法
を
想
定
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
一
八
九
二
年
か
ら
取
り
組
ん

だ
《
ル
ー
ア
ン
大
聖
堂
》
連
作
で
、
制
作
場
所
を
限
定
す
る
こ
と
（
大
聖
堂
フ
ァ

サ
ー
ド
の
向
か
い
に
位
置
す
る
建
物
）
に
よ
っ
て
、
構
図
を
統
一
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。

モ
ネ
は
《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作
に
お
い
て
、
光
の
変
化
、
光
が
霧
を
通
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
効
果
を
見
せ
る
中
に
首
都
の
様
相
を
描
い
た
。
彼
は
一
九
二
〇
年
に
つ
ぎ
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。「
私
が
好
き
な
の
は
冬
の
ロ
ン
ド
ン
だ
。
夏
の
公
園
も
良
い
だ

ろ
う
が
、
冬
の
霧
の
あ
る
時
期
に
は
か
な
わ
な
い
。
霧
の
な
い
ロ
ン
ド
ン
は
別
に
美

し
く
も
な
い
。
霧
が
あ
る
こ
と
で
、
あ
の
壮
大
な
広
が
り
が
生
ま
れ
る
。
規
則
的
で

厚
ぼ
っ
た
い
街
が
、
あ
の
神
秘
的
な
衣
を
ま
と
っ
て
大
き
く
な
る
」７
。
も
っ
と
も
、

現
在
で
は
、
モ
ネ
が
好
ん
だ
ロ
ン
ド
ン
の
霧
は
、
石
炭
に
よ
る
大
気
汚
染
（
ス
モ
ッ

グ
）
が
多
分
に
混
じ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
モ
ネ
は
一
九
〇
〇
年
と
一

九
〇
一
年
、
冬
の
時
期
を
選
ん
で
制
作
に
専
念
し
て
い
る
が
、
冬
に
霧
が
濃
く
な
る

の
も
、
暖
房
用
に
石
炭
を
消
費
す
る
量
が
増
え
る
た
め
だ
っ
た
（
彼
は
自
然
現
象
と

考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
）。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
画
面
で
は
、
深
い
霧
が
プ
リ
ズ
ム

の
よ
う
に
作
用
し
て
、
光
を
変
化
・
拡
散
さ
せ
る
。
橋
や
建
物
は
、「
あ
の
神
秘
的

な
衣
を
ま
と
っ
て
大
き
く
な
る
」
の
だ
。
モ
ネ
は
ほ
ぼ
同
じ
構
図
の
中
に
、
実
に
多

様
な
光
の
効
果
を
描
き
分
け
て
い
る
。

モ
ネ
は
こ
う
し
て
三
年
に
わ
た
っ
て
現
地
で
描
い
た
作
品
を
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
に
持

ち
帰
り
、
ア
ト
リ
エ
で
筆
を
加
え
た
。
こ
の
よ
う
な
制
作
経
緯
も
、《
ル
ー
ア
ン
大

聖
堂
》
連
作
の
場
合
（
一
八
九
二
年
と
一
八
九
三
年
に
現
地
で
制
作
し
た
後
に
加

筆
）
に
似
る８
。
ア
ト
リ
エ
で
の
作
業
に
つ
い
て
、
モ
ネ
は
「
現
在
や
っ
て
い
る
制
作

で
は
、
全
部
の
絵
を
手
元
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
」９

と
、
画
廊
宛
の
書

簡
に
述
べ
て
い
る
。
モ
ネ
は
連
作
を
並
べ
、
連
作
全
体
の
統
一
と
、
個
々
の
作
品
の

色
彩
効
果
を
引
き
立
た
て
る
こ
と
を
考
え
て
制
作
を
進
め
た
。
こ
の
よ
う
な
ア
ト
リ

エ
で
の
加
筆
は
、
一
八
九
〇
―
九
一
年
に
描
か
れ
た
《
積
み
わ
ら
》
連
作
以
来
、
モ

ネ
が
続
け
て
き
た
制
作
方
法
に
他
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
制
作
は
難
航
し
た
よ
う

だ
。
モ
ネ
は
一
九
〇
三
年
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

 

哀
れ
な
ロ
ン
ド
ン
の
絵
の
展
覧
会
が
い
つ
開
か
れ
る
か
、
お
尋
ね
で
す
ね
。

五
月
初
め
に
は
準
備
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
約
束
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
、
無
理
な
よ
う
で
す
。﹇
…
…
﹈
私
が
失
敗
し
た
の
は
、
仕
上
げ
の
筆
触

を
加
え
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
最
初
の
良
い
印
象
が
あ
っ
と
い

う
間
に
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す11
。 

書
簡
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作
の
展
示
は
一
九
〇
三
年
に
予
定

さ
れ
て
い
た
が
、
一
年
延
期
さ
れ
、
一
九
〇
四
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
。
デ
ュ
ラ
ン

=

リ
ュ
エ
ル
画
廊
で
開
か
れ
た
個
展
「
ロ
ン
ド
ン
の
テ
ム
ズ
川
の
眺
め
」﹇V

ue de 

la Tam
ise à Londres

﹈
で
三
七
点
が
発
表
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

二
．《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作

一
九
〇
八
年
九
月
、
モ
ネ
は
ア
リ
ス
夫
人
と
と
も
に
初
め
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪

れ
た
（
図
６
参
照
）。
当
初
は
画
家
サ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
知
人
の
住
居
バ
ル
バ
ロ
宮
に

滞
在
し
た
が
、
一
〇
月
に
は
近
く
の
ホ
テ
ル･

ブ
リ
タ
ニ
ア
に
移
り
、
こ
こ
で
制
作

に
専
念
し
た
の
だ
っ
た
（
図
７
・
８
）11
。
モ
ネ
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
魅
せ
ら
れ
、
制

作
に
励
ん
だ
様
子
は
同
年
一
二
月
の
書
簡
に
示
さ
れ
て
い
る
。
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ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
へ
の
私
の
熱
中
ぶ
り
は
、
妻
が
お
知
ら
せ
し
た
と
思
い
ま

す
。
実
際
、
日
ご
と
に
私
の
気
持
ち
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
独
特
の
光

を
も
っ
た
町
を
も
う
す
ぐ
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
残
念
で
す
。
こ
の

町
は
本
当
に
美
し
い
。
し
か
し
、
あ
き
ら
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
家
で
急

い
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
習
作
や
描
き
始
め
た
絵

が
何
点
も
あ
り
ま
す
の
で
、
来
年
ま
た
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
し
て
、
自
分
を

慰
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
も
っ
と
大
胆
だ
っ
た
若
い
時
期
に
こ
こ

を
訪
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
す
。
と
は
い
え
、
自
分
が
年
老
い
た
こ
と

も
忘
れ
、
私
は
こ
こ
で
甘
美
な
数
カ
月
を
過
ご
し
ま
し
た12
。

書
簡
で
は
、
翌
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
る
希
望
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の

願
い
は
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
、「
あ
な
た
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
私
は
ず
っ

と
家
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
妻
も
私
も
健
康
が
す
ぐ
れ
ず
、
今
年
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

行
き
は
中
止
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」13

と
、
落
胆
の
思
い
を
記
し
て
い
る
。
と
は
い

え
、《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作
の
作
品
は
四
〇
点
近
く
に
及
ぶ
。
モ
ネ
は
ア
ト
リ
エ

で
制
作
を
続
け
、
一
九
一
二
年
五
月
、
ベ
ル
ネ
ー
ム

=

ジ
ュ
ヌ
画
廊
で
開
催
さ
れ
た

個
展
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」﹇“Venise”

﹈
で
二
九
点
を
発
表
し
た
の
だ
っ
た
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
有
名
な
都
市
だ
が
、
先
の
ロ
ン
ド
ン
と
は
性
格
が
異
な
る
。
中

世
以
来
の
歴
史
を
も
つ
こ
の
町
は
、
近
世
に
は
海
上
貿
易
が
生
む
富
に
よ
り
、
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
中
心
都
市
と
し
て
多
い
に
栄
え
た
。
一
八
世
紀
頃
に
は
し
だ
い

に
衰
え
始
め
る
も
の
の
、
人
々
が
こ
の
都
市
に
向
け
る
関
心
は
高
く
、
彼
ら
の
需
要

に
応
じ
て
、
カ
ナ
レ
ッ
ト
な
ど
の
画
家
が
多
く
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
景
観
図
（
図
９
）

を
描
い
た
。
一
九
世
紀
に
は
旅
行
熱
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
文
学
者
な
ど
、
幾
人
も

の
芸
術
家
た
ち
を
惹
き
つ
け
る14
。
世
紀
前
半
に
は
タ
ー
ナ
ー
な
ど
の
画
家
が
訪
れ
、

後
半
に
は
モ
ネ
と
親
し
か
っ
た
画
家
た
ち
も
滞
在
し
た
。
マ
ネ
が
一
八
七
五
年
、
ホ

イ
ッ
ス
ラ
ー
が
一
八
七
九
―
一
八
八
〇
年
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
が
一
八
八
一
年
、
シ

ニ
ャ
ッ
ク
が
一
九
〇
八
年
（
モ
ネ
と
同
年
の
春
）
に
制
作
し
て
い
る
。

モ
ネ
が
取
り
上
げ
た
の
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
だ
っ
た
。
ま
ず
、
サ
ン
タ

･

マ
リ
ア･

デ
ッ
ラ･

サ
ル
ー
テ
教
会
。
六
点
の
作
品
（W

1736-W
1741　

図

10
）
は
、
滞
在
し
た
ホ
テ
ル･

ブ
リ
タ
ニ
ア
か
ら
眺
め
た
ほ
ぼ
同
じ
構
図
を
示
し
て

い
る
。
カ
ナ
ル･

グ
ラ
ン
デ
（
大
運
河
）
の
水
面
が
画
面
手
前
に
広
が
り
、
左
に
は

船
を
舫
う
杭
が
並
ぶ
。
作
品
は
ホ
テ
ル
の
部
屋
よ
り
、
む
し
ろ
運
河
に
接
す
る
テ
ラ

ス
で
描
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
水
面
に
降
り
る
石
の
階
段
が
画
面
左
下
に
描
か
れ

た
作
品
が
認
め
ら
れ
る
）。
サ
ン･

ジ
ョ
ル
ジ
ュ･

マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
教
会
は
計
八
点

が
残
さ
れ
て
い
る
。
画
面
中
景
に
教
会
を
望
む
二
点
（W

1768-W
1769　

図
11
）

と
、
教
会
を
遠
望
す
る
六
点
（W

1745-W
1750

）
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
は
同
じ

構
図
で
あ
る
。
三
つ
目
の
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
（
総
督
庁
）
を
描
い
た
作
品
は
計
一
〇

点
。
ド
ガ
ー
ナ
（
税
関
）
付
近
か
ら
の
眺
め
と
推
測
さ
れ
る
構
図
が
三
点

（W
1742-W

1744

）、
対
岸
の
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
島
か
ら
の
眺
め
が
七
点
（W

1751-
1756, W

1770　

図
12
）
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
ほ
ぼ
同
じ
構
図
だ
が
、
後
者
で
は

東
に
寄
っ
た
場
所
か
ら
描
い
た
も
の
が
一
点
（W

1770

）
含
ま
れ
て
い
る
。
四
つ
目

は
大
運
河
に
面
し
て
建
つ
パ
ラ
ッ
ツ
ィ
オ
（
邸
宅
）。
ダ
リ
オ
宮
が
四
点

（W
757-W

1760

）、
ム
ー
ラ
宮
二
点
（W

1764-W
1765

）、
コ
ン
タ
リ
ー
ニ
宮
二
点

（W
1766-W

1767

、
図
13
）
の
計
八
点
だ
が
、
建
物
は
似
て
お
り
、
い
ず
れ
も
画
面

手
前
に
大
運
河
の
水
面
が
広
が
る
近
似
し
た
構
図
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
ル
ー
テ
運
河

を
両
脇
の
建
物
と
と
も
に
描
い
た
作
品
が
三
点
あ
り
（W

1761-W
1763　

図
14
）、

三
点
は
や
は
り
同
じ
構
図
を
示
す
。
こ
の
他
に
、
ゴ
ン
ド
ラ
な
ど
を
描
い
た
作
品
が

二
点
（W

1771-W
1772

）
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作
で
モ
ネ
が
扱
っ
た
モ
チ
ー
フ
は
一
〇
件

近
く
を
数
え
る
。
こ
の
う
ち
、
サ
ン
タ･

マ
リ
ア･

デ
ッ
ラ･

サ
ル
ー
テ
教
会
、
サ

ン･

ジ
ョ
ル
ジ
ュ･
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
教
会
、
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
（
総
督
府
）
の
三
つ



－　－5

は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
代
表
す
る
建
物
で
あ
る
（
観
光
名
所
と
も
い
え
る
）。
こ
れ

ら
の
建
物
を
描
い
た
作
品
は
計
二
四
点
に
及
び
、
連
作
全
体
三
七
点
の
半
数
以
上
を

占
め
る
。
他
の
モ
チ
ー
フ
、
大
運
河
に
面
し
て
建
つ
豪
奢
な
パ
ラ
ッ
ツ
ィ
オ
や
小
運

河
は
こ
れ
ら
ほ
ど
有
名
で
は
な
い
も
の
の
、
や
は
り
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ら
し
さ
を
伝
え

る
。
パ
ラ
ッ
ツ
ィ
オ
を
描
い
た
八
点
は
画
面
手
前
に
水
面
が
広
が
る
構
図
で
、
建
物

は
い
ず
れ
も
画
面
上
端
で
切
り
取
ら
れ
、
全
容
は
見
え
な
い
。
大
胆
な
構
図
と
い
え

る
が
、
大
運
河
の
水
の
広
が
り
を
強
調
し
た
構
図
で
あ
っ
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
い

う
主
題
を
逸
脱
す
る
極
端
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
ゴ
ン
ド
ラ
は
、
運
河
を
進
む

様
子
や
舫
う
姿
が
多
く
の
作
品
に
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作

を
見
る
人
々
は
、
こ
の
水
の
都
を
逍
遙
す
る
よ
う
な
気
持
ち
を
覚
え
た
か
も
し
れ
な

い
。ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
モ
ネ
に
と
っ
て
、
初
め
て
訪
れ
た
土
地
だ
っ
た
。
た
だ
、
彼
は

こ
れ
よ
り
二
〇
年
以
上
前
、
一
八
八
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
国
境
に
近
い
地
中
海
沿
岸
地

方
の
町
ボ
ル
デ
ィ
ゲ
ラ
で
制
作
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
モ
ネ
は
こ
の
折
に
描
い
て
い

た
作
品
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
こ
れ
を
見
た
ら
、
青
や
薔
薇

色
を
敵
視
す
る
人
々
が
ま
た
非
難
す
る
で
し
ょ
う
。
と
い
う
の
も
、
ま
さ
に
こ
こ
輝

き
、
こ
の
妖
精
の
よ
う
な
光
を
私
は
描
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
」15
。
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
も
、
モ
ネ
が
惹
か
れ
た
の
は
光
だ
が
、
先
の
書
簡
に
「
こ
の
独
特
の
光
を

も
っ
た
町
」
と
記
し
て
い
た
よ
う
に
、
こ
の
町
が
見
せ
る
特
別
な
光
の
効
果
に
他
な

ら
な
か
っ
た
。
こ
の
町
は
海
に
取
り
囲
ま
れ
た
島
で
あ
り
、
大
小
の
運
河
が
町
を
形

成
す
る
。
ブ
ロ
ー
デ
ル
は
『
都
市
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
』
で
、こ
う
述
べ
て
い
る
。「
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る
水
の
重
要
性
は
、
石
の
そ
れ
に
劣
ら
な
い
。
安
全
を
保
証
す
る

と
同
時
に
呪
い
で
あ
り
、
豊
か
さ
で
あ
る
と
同
時
に
日
々
の
悩
み
の
種
で
あ
っ
た
水

が
、
今
日
な
お
類
稀
れ
な
美
で
あ
る
と
同
時
に
死
の
脅
威
で
も
あ
る
」11
。
モ
ネ
が
描

い
た
教
会
や
豪
奢
な
パ
ラ
ッ
ツ
オ
は
、
海
上
貿
易
の
富
の
結
晶
で
あ
る
も
の
の
、

人
々
は
飲
み
水
の
確
保
に
頭
を
悩
ま
し
、
今
日
で
は
潮
位
の
上
昇
が
町
を
危
う
く
し

て
い
る
。
モ
ネ
が
描
こ
う
と
し
た
「
独
特
の
光
」
も
、
こ
の
水
が
関
わ
る
。
建
物
の

そ
ば
に
は
つ
ね
に
水
面
が
あ
り
、
光
を
反
射
さ
せ
る
。
そ
し
て
水
が
生
む
靄
が
建
物

を
包
み
、
光
を
微
妙
に
屈
折
さ
せ
、
多
彩
な
効
果
を
生
み
だ
す
。
モ
ネ
は
連
作
で
、

こ
の
よ
う
な
光
の
効
果
の
中
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
描
こ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
。

こ
こ
で
、《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作
と
《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作
の
制
作
経
緯
を
晩
年

の
展
開
の
中
に
確
認
し
て
お
こ
う
（
一
八
四
〇
年
生
ま
れ
の
モ
ネ
に
と
っ
て
、
一
九

〇
〇
年
頃
か
ら
一
九
一
〇
年
代
に
い
た
る
時
期
は
六
〇
歳
前
後
か
ら
七
〇
歳
代
に
当

た
る
）。

モ
ネ
は
一
八
九
九
年
に
《
睡
蓮
》
の
第
一
連
作
を
描
き
始
め
た
後
、
同
年
九
月
に

《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作
に
着
手
し
て
い
る
。
一
九
〇
〇
年
二
月
―
四
月
に
は
《
ロ
ン
ド

ン
》
連
作
の
制
作
が
本
格
化
す
る
の
だ
が
、
モ
ネ
は
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
に
戻
る
と
、
再

び
《
睡
蓮
》
第
一
連
作
に
取
り
組
み
、
同
年
一
一
月
の
個
展
で
発
表
す
る
。
一
方
、

《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作
は
一
九
〇
一
年
に
も
制
作
を
続
け
、
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
で
筆
を
加

え
て
、
よ
う
や
く
一
九
〇
四
年
五
月
の
個
展
で
発
表
。
モ
ネ
は
こ
の
間
、
一
九
〇
一

年
に
睡
蓮
の
池
を
広
げ
る
工
事
を
行
い
、
一
九
〇
三
年
に
《
睡
蓮
》
の
第
二
連
作
を

描
き
始
め
て
い
る
。
第
二
連
作
は
水
面
の
広
が
り
が
画
面
を
覆
う
よ
う
に
な
り
、
一

九
〇
七
年
頃
に
は
水
に
映
る
影
、
す
な
わ
ち
反
映
が
主
要
な
モ
チ
ー
フ
と
な
る
。
モ

ネ
は
予
定
さ
れ
て
い
た
個
展
を
延
期
し
て
、《
睡
蓮
の
》
第
二
連
作
に
取
り
組
む
。

当
時
、
彼
は
書
簡
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
水
と
反
映
の
風
景
に
と
り
つ
か
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
年
老
い
た
私
の
手
に
は
負
え
な
い
も
の
で
す
が
、
感
じ
て
い
る
も
の

を
何
と
か
描
き
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
一
九
〇
八
年
八
月
一
一
日
）11
。
そ

し
て
モ
ネ
は
第
二
連
作
の
制
作
を
ほ
ぼ
終
え
た
同
年
九
月
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪

れ
、
一
二
月
ま
で
制
作
を
続
け
た
の
だ
っ
た
。《
睡
蓮
》
第
二
連
作
は
翌
年
の
一
九
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〇
九
年
五
月
、「《
睡
蓮
》、
水
の
風
景
連
作
」﹇Les N

ym
phéas, série de paysages 

d
’eau
﹈
と
題
さ
れ
た
個
展
で
展
示
さ
れ
た
。
一
方
、
同
年
に
予
定
し
て
い
た
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
再
訪
の
願
い
は
果
た
さ
れ
ず
、《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作
は
ジ
ヴ
ェ
ル

ニ
ー
で
筆
を
加
え
ら
れ
、
一
九
一
二
年
五
月
に
発
表
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
モ
ネ
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
と
、《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作
と
《
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作
が
、《
睡
蓮
》
連
作
の
展
開
を
縫
う
よ
う
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が

分
か
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
モ
ネ
は
《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作
で
ド
ゥ
カ
ー
レ

宮
な
ど
を
描
く
の
に
際
し
て
、
場
所
を
変
え
て
制
作
し
、
水
面
を
大
き
く
配
し
た
構

図
を
用
い
て
い
た
。
ま
た
、
パ
ラ
ッ
ツ
ィ
オ
（
邸
宅
）
を
描
い
た
も
の
で
は
、
建
物

を
画
面
上
に
寄
せ
、
前
景
に
大
運
河
の
水
面
を
描
い
た
。
こ
の
よ
う
な
構
図
は
、

《
睡
蓮
》
第
二
連
作
で
水
面
の
広
が
り
が
画
面
を
覆
う
構
図
を
想
起
さ
せ
る
だ
ろ

う
。
こ
の
第
二
連
作
が
展
示
さ
れ
た
一
九
〇
八
年
の
個
展
で
は
、
水
が
形
を
も
た
な

い
ゆ
え
に
、
描
か
れ
た
水
面
は
次
の
作
品
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
展
覧
会

名
が
示
す
よ
う
に
、
連
作
全
体
で
ひ
と
続
き
の
水
の
風
景
が
生
み
だ
さ
れ
、
連
作
の

形
式
を
変
え
た
の
だ
っ
た
（
そ
れ
ま
で
の
連
作
で
は
、
ひ
と
つ
の
モ
チ
ー
フ
が
反
復

さ
れ
る
）。
二
つ
の
連
作
、《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作
の
作
品
は
い
ず
れ
も
テ
ム
ズ
川
を
と

も
な
い
、《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作
の
情
景
は
つ
ね
に
運
河
の
水
と
と
も
に
あ
る
。

い
ず
れ
の
連
作
も
、
画
面
手
前
に
は
水
面
が
広
が
る
。
こ
れ
ら
の
連
作
が
展
示
さ
れ

た
場
合
も
、
連
作
全
体
と
し
て
（
同
じ
モ
チ
ー
フ
・
同
じ
構
図
の
作
品
を
含
み
な
が

ら
）、
テ
ム
ズ
川
を
中
心
に
息
づ
く
首
都
の
情
景
が
、
あ
る
い
は
水
都
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
の
景
観
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
し
て
水
は
、
霧
や
靄
に
変
幻
す
る
（
ロ
ン
ド
ン
の
霧

は
ス
モ
ッ
グ
で
も
あ
る
が
）。
モ
ネ
が
二
つ
の
連
作
で
描
こ
う
と
し
た
特
別
な
光
の

効
果
は
、
こ
の
霧
や
靄
が
生
み
だ
す
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
一
方
、《
睡
蓮
》

の
第
二
連
作
で
モ
ネ
が
見
出
し
た
反
映
は
、
水
に
宿
さ
れ
た
光
の
効
果
だ
っ
た
と
い

え
る
。《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作
と
《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作
は
そ
れ
ぞ
れ
都
市
を
主
題

に
し
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
「
水
」
に
よ
っ
て
、
同
時
期
に
制
作
が
続
け
ら

れ
た
《
睡
蓮
》
連
作
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
．
連
作
と
時
間
―
プ
ル
ー
ス
ト
を
手
が
か
り
に

す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
一
九
〇
八
年
に
初
め
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
た
モ

ネ
は
、
同
年
一
〇
月
に
は
ホ
テ
ル･

ブ
リ
タ
ニ
ア
（
現
在
は
ホ
テ
ル･

エ
ウ
ロ
ー

ペ
）
に
移
り
、
連
作
を
描
き
始
め
た
（
図
16
）。
こ
の
ホ
テ
ル･

ブ
リ
タ
ニ
ア
に

は
、
小
説
家
の
プ
ル
ー
ス
ト
が
、
モ
ネ
よ
り
も
早
い
一
九
〇
〇
年
に
滞
在
し
て
い

る
。
当
時
、
プ
ル
ー
ス
ト
は
ラ
ス
キ
ン
の
著
作
に
感
銘
を
受
け
て
い
た
（
一
八
九
九

年
一
〇
月
に
『
建
築
の
七
燈
』
仏
語
訳
を
読
み
、
同
年
一
二
月
に
は
『
ア
ミ
ア
ン
の

聖
書
』
の
翻
訳
を
始
め
て
い
る
）11
。
一
九
〇
〇
年
一
月
に
ラ
ス
キ
ン
が
亡
く
な
る

と
、
彼
の
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
石
』
に
導
か
れ
る
よ
う
に
、
プ
ル
ー
ス
ト
は
同
年
四

月
に
母
親
と
と
も
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
、
一
〇
月
に
は
単
独
で
再
び
滞
在
す

る
。
こ
の
二
度
の
滞
在
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
、
後
者
で
は
ホ
テ
ル･

ブ
リ
タ
ニ
ア

に
宿
泊
し
た
と
推
定
さ
れ
る11
。
彼
は
、
ク
レ
ミ
ュ
ー
夫
人
に
よ
る
仏
語
訳
『
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
石
』
の
書
評
に
、「
最
初
に
ま
ず
思
想
で
あ
っ
た
石
﹇des pierres qui 

furent d

’abord des pensées

﹈、
そ
し
て
私
た
ち
の
た
め
に
ふ
た
た
び
思
想
と
な
る

石
へ
の
熱
心
な
巡
礼
と
し
て
、
私
は
水
辺
で
、
師
の
告
げ
る
な
ん
と
い
う
感
嘆
す
べ

き
説
教
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
だ
ろ
う
！
」21

と
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
一

九
〇
〇
年
代
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
が
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
構
想
を
し
だ
い
に

固
め
て
ゆ
く
重
要
な
時
期
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
こ
の
時
期
、
一
八
七
一
年
生

ま
れ
の
プ
ル
ー
ス
ト
は
二
〇
代
の
終
わ
り
か
ら
三
〇
代
に
当
た
る
）。
も
ち
ろ
ん
、

モ
ネ
と
プ
ル
ー
ス
ト
に
直
接
の
交
友
は
な
く
、
モ
ネ
が
彼
よ
り
一
世
代
若
い
プ
ル
ー

ス
ト
か
ら
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
プ
ル
ー
ス
ト
は
モ
ネ
の
作
品
か
ら
示



－　－1

唆
を
得
る
）。
両
者
が
八
年
の
間
を
お
い
て
同
じ
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
た
の
も
偶
然
に

す
ぎ
な
い
。
た
だ
、両
者
の
足
跡
の
交
差
は
ひ
と
つ
の
事
実
に
気
づ
か
せ
る
。《
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作
で
モ
ネ
が
描
い
た
モ
チ
ー
フ
、
教
会
や
パ
ラ
ッ
ツ
ィ
オ
は
い
ず
れ

も
石
造
建
築
な
の
で
あ
あ
る
（
こ
の
点
は
《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作
の
二
つ
の
モ
チ
ー

フ
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
橋
や
国
会
議
事
堂
に
も
当
て
は
ま
る
）。
先
に
「
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
に
お
け
る
水
の
重
要
性
は
、
石
の
そ
れ
に
劣
ら
な
い
」
と
い
う
ブ
ロ
ー
デ
ル

の
文
章
を
引
い
た
が
（
そ
し
て
「
水
」
は
、
二
つ
の
連
作
と
《
睡
蓮
》
連
作
を
結
び

つ
け
る
）、
も
う
ひ
と
つ
の
主
役
、「
石
」
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
よ
う
だ
（
こ

れ
も
偶
然
な
の
だ
が
、
サ
ン･
マ
ル
コ
広
場
に
建
つ
鐘
楼
は
一
九
〇
二
年
、
突
然
に

崩
壊
し
た
。「
石
」
に
戻
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
再
建
に
は
一
〇
年
の
歳
月
を
要
し

た
。
モ
ネ
が
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
の
左
脇
に
描
い
た
鐘
楼
は
背
が
低
く
、
再
建
途
上
の
姿

だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
図
12
・
15
参
照
）。

プ
ル
ー
ス
ト
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
訪
問
に
先
立
っ
て
、
一
九
〇
〇
年
一
月
に
ル
ー
ア

ン
を
訪
れ
て
い
る
（
一
九
〇
一
年
に
ア
ミ
ア
ン
、
一
九
〇
二
年
に
は
シ
ャ
ル
ト
ル
の

大
聖
堂
を
訪
ね
る
）。
彼
は
一
九
〇
四
年
に
ラ
ス
キ
ン
の
『
ア
ミ
ア
ン
の
聖
書
』
の

仏
語
訳
を
刊
行
し
た
折
、「
訳
者
序
文
」
で
、
ア
ミ
ア
ン
の
大
聖
堂
を
「
一
冊
の
石

の
書
物
﹇un libre de pierre

﹈、
石
の
聖
書
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
石

で
作
ら
れ
た
《
聖
書
》
そ
の
も
の
」21

だ
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
同
じ
文
章
で
モ
ネ
に

言
及
し
、「
あ
の
傑
出
し
た
一
連
の
画
布
に
定
着
さ
せ
た
ど
の
時
刻
で
あ
れ
」22

と
記

し
て
い
る
。

私
た
ち
は
プ
ル
ー
ス
ト
の
例
に
な
ら
っ
て
、《
ル
ー
ア
ン
大
聖
堂
》
連
作
に
立
ち

か
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
後
の
二
つ
の
連
作
で
描
か
れ
た
モ
チ
ー

フ
と
大
聖
堂
は
石
造
建
築
と
い
う
共
通
点
を
も
ち
（
チ
ャ
リ
ン
グ･

ク
ロ
ス
橋
だ
け

は
鉄
製
）、
後
半
期
の
モ
ネ
の
作
品
の
中
で
こ
の
特
徴
は
際
立
つ
の
で
あ
る
。《
ル
ー

ア
ン
大
聖
堂
》
連
作
は
一
八
九
二
年
と
一
八
九
三
年
に
、
い
ず
れ
も
二
月
か
ら
四
月

に
か
け
て
現
地
で
制
作
さ
れ
た
。
モ
ネ
は
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
で
筆
を
加
え
て
完
成
し

（
年
記
は
一
九
〇
四
年
）、
一
九
〇
五
年
五
月
の
個
展
で
二
〇
点
を
展
示
す
る
。
こ
の

連
作
は
二
八
点
の
作
品
が
残
さ
れ
て
お
り
（W

1319-W
1329, W

1345-W
1361　

図
17
）、
一
八
九
〇
年
代
の
連
作
の
中
で
最
も
作
品
数
が
多
い
。
構
図
も
ほ
ぼ
ひ
と

つ
に
限
定
さ
れ
、
連
作
と
し
て
の
統
一
性
が
顕
著
で
あ
る
の
で
、
一
八
九
〇
年
代
の

連
作
を
代
表
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
ゴ
シ
ッ
ク
聖
堂
と
い
う
モ
チ
ー

フ
は
先
行
す
る
《
積
み
わ
ら
》
連
作
と
《
ポ
プ
ラ
並
木
》
連
作
と
は
性
格
を
異
に
す

る
）。
モ
ネ
は
風
景
の
中
の
モ
チ
ー
フ
の
ひ
と
つ
と
し
て
教
会
を
描
い
た
こ
と
は

あ
っ
た
が
、
連
作
に
見
ら
れ
る
大
聖
堂
を
間
近
に
仰
ぎ
見
る
と
い
う
構
図
は
例
が
な

い
。
モ
ネ
以
外
の
画
家
を
考
え
て
も
、
教
会
建
築
を
画
面
一
杯
に
描
い
た
作
例
は
珍

し
い
。
当
時
は
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
モ
ネ
と
親
し

か
っ
た
ロ
ダ
ン
も
後
に
『
フ
ラ
ン
ス
の
大
聖
堂
』
を
著
し
て
い
る
（
一
九
一
四
年
）。

そ
し
て
ゴ
シ
ッ
ク
教
会
の
内
部
に
は
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
通
し
て
聖
な
る
光
が
満

ち
る
。
大
聖
堂
の
外
壁
に
当
た
る
光
の
効
果
を
描
く
と
い
う
モ
ネ
の
連
作
は
、
ひ
と

つ
の
挑
戦
だ
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
九
〇
五
年
の
個
展
で
《
ル
ー
ア
ン
大
聖
堂
》
連
作
が
展
示
さ
れ
た
折
、
文
人
政

治
家
の
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
（
彼
の
尽
力
に
よ
っ
て
、《
睡
蓮
》
装
飾
画
の
構
想
は
国
家

に
寄
贈
す
る
計
画
に
発
展
す
る
）
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
称
賛
し
た
。

　
　

 

モ
ネ
の
感
覚
の
驚
異
は
、
石
が
振
動
し
て
い
る
よ
う
に
、
す
な
わ
ち
震
え
、

火
花
の
よ
う
に
飛
び
散
る
光
の
波
を
浴
び
る
石
を
私
た
ち
に
提
示
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。﹇
…
…
﹈
い
ま
、
石
自
体
が
命
を
も
つ
も
の
と
な
り
、
生
命

か
ら
生
命
へ
と
変
化
し
て
ゆ
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る23
。

ク
レ
マ
ン
ソ
ー
の
文
章
は
文
学
的
な
も
の
だ
が
、
彼
が
「
大
聖
堂
」
で
は
な
く
、

「
石
」﹇la pierre

﹈
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
大
聖
堂
は
無

数
の
石
が
組
み
立
て
ら
れ
て
、
垂
直
の
高
み
が
作
り
だ
さ
れ
て
い
る
（
そ
の
不
動
性
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は
絶
え
間
な
く
変
化
す
る
光
と
対
照
を
な
す
）。
朝
か
ら
夕
方
を
経
て
、
夜
を
迎
え

る
と
、
石
の
壁
は
気
温
の
低
下
に
と
も
な
っ
て
冷
え
き
る
。
し
か
し
再
び
朝
を
迎
え

て
陽
が
背
後
か
ら
射
す
と
、
モ
ネ
が
描
い
た
よ
う
に
、
灰
色
の
石
は
黄
色
に
薔
薇
色

に
染
ま
り
、
熱
を
帯
び
始
め
る
（
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
は
「
生
命
」
に
な
ぞ
ら
え
る
）。

モ
ネ
の
作
品
に
お
い
て
、
大
聖
堂
の
壁
は
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
し
て
の
形
を
か
ろ
う
じ

て
保
ち
な
が
ら
も
、
大
気
と
光
に
包
ま
れ
、
石
と
い
う
素
材
に
戻
ろ
う
と
し
て
い

る
。
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
は
か
つ
て
《
ル
ー
ア
ン
大
聖
堂
》
連
作
に
つ
い
て
、「
あ
る

日
、
ク
ロ
ー
ド･

モ
ネ
は
、
聖
堂
が
真
に
大
気
性
の
も
の
で
あ
る
こ
と

―
そ
の
石

の
核
心
そ
の
も
の
に
お
い
て
大
気
性
で
あ
る
こ
と
を
望
ん
だ
」24

と
述
べ
た
。
彼
が
連

作
に
見
出
し
た
の
も
、
素
材
で
あ
る
石
と
光
の
対
峙
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。《
ロ
ン

ド
ン
》
連
作
と
《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作
で
は
、
水
を
介
し
て
、
光
の
効
果
が
増
幅

さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
国
会
議
事
堂
は
日
没
の
光
の
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
の
中
に
描
か

れ
、
横
幅
が
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
近
く
に
及
ぶ
威
容
は
シ
ル
エ
ッ
ト
と
化
し
て
い

る
。
サ
ン
タ･

マ
リ
ア･

デ
ッ
ラ･

サ
ル
ー
テ
教
会
や
サ
ン･

ジ
ョ
ル
ジ
ュ･

マ
ッ

ジ
ョ
ー
レ
教
会
は
湿
潤
な
光
に
包
ま
れ
る
。
さ
ら
に
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
を
描
い
た
作
品

で
は
、
対
岸
に
霞
む
総
督
庁
だ
け
で
は
な
く
、
画
面
手
前
の
平
ら
な
桟
橋
が
目
を
ひ

く
。
こ
れ
は
舟
が
接
岸
す
る
た
め
に
海
に
突
き
出
る
形
に
造
成
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

一
見
す
る
と
、
水
面
に
映
る
影
の
よ
う
に
見
え
る
。
光
の
効
果
を
描
き
だ
す
絵
の
具

の
マ
チ
エ
ー
ル
の
中
で
、
石
は
素
材
に
、
さ
ら
に
元
素
へ
と
還
元
さ
れ
て
い
る
。

ク
レ
マ
ン
ソ
ー
は
ま
た
、《
ル
ー
ア
ン
大
聖
堂
》
連
作
に
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う

に
述
べ
る
。

　
　

 

画
家
﹇
モ
ネ
﹈
は
さ
ま
ざ
ま
な
光
の
効
果
を
選
ん
だ
二
〇
点
の
絵
に
よ
っ

て
、
石
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
同
じ
ほ
ど
に
彼
の
生
涯
が
続
く
な
ら
、
そ
の
生

涯
は
秒
刻
み
だ
か
ら
、
彼
が
五
〇
点
、
一
〇
〇
点
、
あ
る
い
は
一
〇
〇
〇
点

の
絵
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
思
い
を
、
そ
し
て
脈
拍
の
一
打
ち
ご
と

に
、
対
象
の
一
瞬
一
瞬
を
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
定
着
し
う
る
と
い
う
思
い
を
私
た

ち
に
与
え
る
。
太
陽
が
そ
の
上
に
あ
る
限
り
、
人
間
が
時
間
を
分
割
し
う
る

数
の
ル
ー
ア
ン
大
聖
堂
が
存
在
す
る25
。 

私
た
ち
は
、
連
作
に
お
け
る
時
間
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ク
レ
マ
ン
ソ
ー
は
モ
ネ
に
つ
い
て
、「
対
象
の
一
瞬
一
瞬
を
画
布
に
定
着
し
う
る
」

﹇il pût fixer sur la toile autant de m
om

ents du m
odèle

﹈
と
指
摘
し
、「
人
間
が
時

間
を
分
割
し
う
る
﹇l

’hom
m

e pourra faire de divisions dans le tem
ps

﹈
数
の
ル
ー

ア
ン
大
聖
堂
が
存
在
す
る
」
と
述
べ
る21
。
ず
い
分
と
大
げ
さ
な
文
章
だ
が
、
こ
う
し

た
言
説
は
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
モ
ネ
の
連
作
に
関
し
て
、

さ
ら
に
は
連
作
以
前
の
作
品
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
っ
た
。
た
と
え

ば
、
一
八
九
〇
年
に
開
か
れ
た
モ
ネ
の
最
初
の
個
展
で
は
、
デ
ュ
レ
が
つ
ぎ
の
よ
う

に
モ
ネ
を
称
賛
し
て
い
る
。

　
　

 

要
約
す
る
と
、
彼
﹇
モ
ネ
﹈
の
筆
遣
い
は
、
観
察
者
の
眼
に
伝
え
ら
れ
る
大

気
の
変
化
や
空
の
流
動
が
生
む
束
の
間
の
無
数
の
印
象
を
描
き
と
め
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
誰
か
が
作
っ
た
「
印
象
派
」
と
い
う
称
号
を
彼
に
与
え
る
の
は

理
に
か
な
っ
て
い
る
。﹇
…
…
﹈
モ
ネ
は
大
い
に
闊
達
な
筆
遣
い
を
見
せ

る
。
彼
の
筆
触
は
悠
々
と
し
て
素
早
い21
。 

デ
ュ
レ
は
、
モ
ネ
の
素
早
い
筆
遣
い
が
「
束
の
間
の
無
数
の
印
象
﹇ces m

ille 

im
pressions passagères

﹈
を
描
き
と
め
る
」
と
指
摘
し
、こ
の
特
徴
を
「
印
象
派
」

の
語
に
結
び
つ
け
て
い
る
。
モ
ネ
は
一
八
八
〇
年
代
に
ひ
と
つ
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い

て
五
点
前
後
の
作
品
を
し
ば
し
ば
描
き
、
そ
れ
ら
の
制
作
は
一
八
九
〇
年
代
の
連
作

へ
い
た
る
準
備
段
階
と
な
っ
た
。
当
時
の
制
作
の
様
子
を
見
た
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
は
こ

う
記
し
て
い
る
。「
そ
こ
で
は
、
彼
﹇
モ
ネ
﹈
は
画
家
と
い
う
よ
り
狩
人
だ
っ
た
。

﹇
…
…
﹈
彼
は
天
候
が
変
わ
る
の
に
し
た
が
っ
て
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
を
次
々
に
取
り
上
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げ
た
。
画
家
は
モ
チ
ー
フ
を
前
に
し
て
、
太
陽
や
影
の
効
果
が
到
来
す
る
の
を
待

ち
、
そ
の
機
を
逃
さ
ず
、
こ
ぼ
れ
落
ち
る
光
や
去
来
す
る
雲
を
、
過
つ
こ
と
の
な
い

わ
ず
か
な
筆
さ
ば
き
で
素
早
く
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
描
き
と
め
る
の
だ
っ
た
」21
。
モ
ー

パ
ッ
サ
ン
は
、「
わ
ず
か
な
筆
さ
ば
き
で
素
早
く
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
描
き
と
め
る
」
画

家
を
「
狩
人
」
に
な
ぞ
ら
え
る
。
彼
ら
の
文
章
は
い
ず
れ
も
モ
ネ
を
称
賛
し
た
も
の

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
言
説
を
背
景
に
、
モ
ネ
の
連
作
は
光
の
変
化
の
観
察
が
よ
り
細

分
化
さ
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
二
〇
世
紀
前
半
に
は
、
印

象
主
義
の
極
端
な
あ
ら
わ
れ
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

だ
が
、
モ
ネ
の
筆
遣
い
が
い
か
に
素
早
い
と
し
て
も
、
自
然
の
絶
え
間
な
い
変
化

を
描
き
と
め
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
る
だ
ろ
う
か
。
画
家
の
手
は
、
自
然
の
変
化

に
遅
れ
る
。
モ
ネ
は
《
積
み
わ
ら
》
連
作
に
取
り
組
ん
で
い
た
一
八
九
〇
年
一
〇
月

の
書
簡
で
、
彼
が
描
こ
う
と
し
て
い
る
も
の
を
「
瞬
間
性
」
と
呼
び
、「
近
頃
は
陽

が
早
く
沈
む
の
で
、
追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
い
た21
。
先
に
触
れ

た
よ
う
に
、
連
作
は
ア
ト
リ
エ
で
の
加
筆
を
経
て
、
完
成
さ
れ
て
い
る
。《
ロ
ン
ド

ン
》
連
作
で
の
作
業
に
つ
い
て
、「
全
部
の
絵
を
手
元
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
」
と
記
し
て
い
た
よ
う
に
、
モ
ネ
は
連
作
を
並
べ
、
連
作
全
体
の
統
一
と
、

個
々
の
作
品
の
光
の
効
果
を
考
え
な
が
ら
制
作
を
進
め
た
。
モ
ネ
が
求
め
た
「
瞬
間

性
」
は
、
筆
遣
い
の
素
早
さ
を
窮
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
実
際
に
は
、
こ

の
よ
う
な
慎
重
な
制
作
の
結
実
と
し
て
作
品
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
長
く
断
続

的
な
制
作
の
時
間
（
数
年
に
及
び
さ
え
す
る
）
の
集
積
に
他
な
ら
な
い
。

私
た
ち
は
連
作
の
展
示
を
見
る
と
き
、
個
々
の
作
品
が
あ
る
瞬
間
の
光
の
効
果
を

定
着
し
た
も
の
と
捉
え
る
。
し
か
し
私
た
ち
が
そ
の
よ
う
に
受
け
取
る
の
は
、
連
作

と
い
う
形
式
に
よ
る
。
連
作
は
、
作
品
間
に
共
通
す
る
も
の
（
モ
チ
ー
フ
・
構
図
）

と
作
品
ご
と
に
異
な
る
も
の
（
光
の
効
果
）、
二
つ
の
要
素
の
関
係
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。
連
作
と
い
う
形
式
こ
そ
が
、
時
間
を
生
成
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点

は
《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作
と
《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
、
構
図
の
限
定
が
も
た
ら
す
連
作
全
体
の
統
一
性
は
、
後
の
二
つ
の
連
作
で
は
や

や
緩
や
か
に
な
る
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
、《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作
の
チ
ャ
リ
ン
グ･

ク

ロ
ス
橋
を
扱
っ
た
作
品
で
は
、
視
点
を
ず
ら
し
、
前
景
に
塔
（
ク
レ
オ
パ
ト
ラ･

ニ
ー
ド
ル
）
を
入
れ
た
構
図
が
二
点
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
二
つ
の
連
作
で
は
、
モ

チ
ー
フ
が
複
数
に
な
る
こ
と
で
（
い
ず
れ
も
各
々
の
都
市
を
代
表
す
る
建
造
物
）、

連
作
と
時
間
に
新
し
い
側
面
が
加
わ
っ
た
と
い
え
る
。
特
に
《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
で

は
モ
チ
ー
フ
の
数
が
一
〇
件
近
く
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
は
水
で
つ

な
が
る
。
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
と
サ
ン･

ジ
ョ
ル
ジ
ュ･

マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
教
会
に
つ
い
て

は
、
制
作
場
所
を
変
え
て
描
か
れ
た
（
建
物
を
遠
望
し
た
構
図
で
は
大
運
河
が
画
面

の
大
半
を
占
め
て
お
り
、
モ
ネ
は
建
物
と
水
面
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
、
描
き
分
け

た
の
だ
ろ
う
）。
こ
う
し
た
特
徴
は
、
連
作
が
展
示
さ
れ
た
場
合
、
都
市
空
間
の
移

動
と
い
う
側
面
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
。《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作
に
つ
い
て
指

摘
し
た
水
の
都
を
逍
遙
す
る
よ
う
な
性
格
は
、
モ
チ
ー
フ
が
観
光
名
所
で
あ
る
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
都
市
空
間
の
移
動
と
い
う
側
面
か
ら
も
生
み
だ
さ
れ
る
の
で

あ
る31
。

四
．
結
び
に
か
え
て

先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作
と
《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
名
高
い
都
市
を
主
題
と
し
て
い
た
。
扱
わ
れ
た
モ
チ
ー
フ
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
都
市
の
典
型
と
も
い
え
る
場
所
で
あ
り
、
絵
画
の
先
例
も
少
な
く
な
い
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
連
作
に
先
行
す
る
前
半
期
、
モ
ネ
が
好
ん
で
描
い
た
ノ
ル
マ
ン

デ
ィ
ー
地
方
の
多
く
が
観
光
地
で
あ
り
、
商
業
的
な
戦
略
が
窺
わ
れ
る
こ
と
が
す
で

に
指
摘
さ
れ
て
い
る31
。
二
つ
の
都
市
の
特
徴
を
考
え
る
と
、
連
作
の
考
察
に
こ
う
し
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た
側
面
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。「
霧
の
都
ロ
ン
ド
ン
」、
そ

し
て
「
水
の
都
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」。
陳
腐
な
形
容
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
つ
き

ま
と
う
都
市
を
描
く
こ
と
は
、
果
た
し
て
容
易
な
の
だ
ろ
う
か
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を

撮
り
つ
づ
け
た
写
真
家
の
ク
イ
ー
リ
チ
氏
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
、
映
画
に
撮
影
す
る

―
こ
れ
ほ
ど
簡

単
な
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
も
な
い
。

﹇
…
…
﹈
容
易
だ
と
い
う
の
は
、
光
の
状
態
が
ど
う
で
あ
れ
、
ど
ん
な
角
度

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
に
せ
よ
、
撮
る
者
の
意
の
ま
ま
に
、
従
順
に
姿
を
あ

ら
わ
し
、
ど
ん
な
気
ま
ぐ
れ
に
も
応
え
て
く
れ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
同
時

に
、
こ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
も
な
い
。
と
い
う
の
も
、
自
分
の
写
真
や
他
の

人
た
ち
の
写
真
を
見
な
が
ら
気
づ
く
の
だ
が
、
月
並
な
イ
メ
ー
ジ
、「
す
で

に
見
た
こ
と
が
あ
る
」
と
思
う
イ
メ
ー
ジ
、「
絵
葉
書
」
風
の
型
に
は
ま
っ

た
イ
メ
ー
ジ
に
陥
る
危
険
の
ほ
か
、
も
っ
と
重
大
な
罠
が
あ
り
、
用
心
し
な

い
と
カ
メ
ラ
マ
ン
は
た
ち
ま
ち
そ
の
罠
に
は
ま
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
な
に
が
な
ん
で
も
独
創
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
、
自
負
の
あ
ま

り
、
奇
矯
な
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
語
ろ
う
と
す
る
こ
と

―
そ
う
い
う
罠
に
は

ま
り
か
ね
な
い
の
だ32
。

モ
ネ
が
《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作
で
描
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
モ
チ
ー
フ
。
た
と
え

ば
、
サ
ン･

ジ
ョ
ル
ジ
ュ･

マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
教
会
は
、
カ
ナ
レ
ッ
ト
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
景
観
図
に
も
繰
り
返
し
描
か
れ
た
。
モ
ネ
の
絵
と
類
似
し
た
構
図
は
絵
葉
書
に
も

見
ら
れ
、
実
際
、
ア
リ
ス
夫
人
は
そ
う
し
た
構
図
の
絵
葉
書
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
か
ら

送
っ
て
い
る
（
図
18
）。
今
日
で
は
多
く
の
旅
行
案
内
に
登
場
し
、
撮
ら
れ
た
写
真

の
数
は
文
字
通
り
数
え
き
れ
な
い
。
モ
ネ
は
「『
絵
葉
書
』
風
の
型
に
は
ま
っ
た
イ

メ
ー
ジ
に
陥
る
危
険
」
を
避
け
よ
う
と
思
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ク
イ
ー
リ
チ

氏
は
さ
ら
に
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
写
真
家
は
逆
に
、
完
全
に
謙
虚
な
気
持
ち
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
世
紀
前
か
ら
す
で
に
撮
ら
れ
た
数
百
万
枚
の
写
真
に
よ
っ

て
、
自
分
が
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
は
な
ら
な
い
。（
ま
し
て
や
侮

辱
さ
れ
て
い
る
な
ど
と
感
じ
る
の
は
論
外
だ
。）
逆
に
彼
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
呼

ば
れ
る
こ
の
尽
き
ざ
る
霊
感
の
泉
を
、
自
分
こ
そ
が
は
じ
め
て
目
の
前
に
し
、
自
分

こ
そ
が
は
じ
め
て
そ
の
泉
に
レ
ン
ズ
を
向
け
て
い
る
の
だ
と
自
分
に
言
い
き
か
せ
る

べ
き
な
の
だ
」33
。

モ
ネ
も
ま
た
、「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
呼
ば
れ
る
こ
の
尽
き
ざ
る
霊
感
の
泉
を
」
は

じ
め
て
目
の
前
に
し
て
い
る
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。
彼
が
惹
か
れ
た
の
は
、
も
ち
ろ

ん
水
を
含
ん
だ
「
独
特
の
光
」
で
あ
る
。
た
だ
、
彼
の
制
作
を
支
え
た
の
は
、「
印

象
」
に
対
す
る
一
貫
し
た
執
着
だ
っ
た
。
モ
ネ
は
《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作
の
加
筆
が
難

航
し
て
い
た
折
、「
私
が
失
敗
し
た
の
は
、
仕
上
げ
の
筆
触
を
加
え
る
こ
と
に
こ
だ

わ
っ
た
こ
と
で
す
。
最
初
の
良
い
印
象
が
あ
っ
と
い
う
間
に
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で

す
」
と
述
べ
て
い
た
。
彼
は
ま
た
、《
積
み
わ
ら
》
連
作
を
発
表
し
た
個
展
会
場

で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　

 

あ
る
風
景
に
ふ
さ
わ
し
い
時
を
瞬
時
に
捉
え
る
術
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
時
は
再
び
は
戻
ら
な
い
の
で
あ
り
、
自
ら
が
得
た

印
象
が
真
実
の
も
の
で
あ
る
か
を
問
い
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん34
。

「
あ
る
風
景
に
ふ
さ
わ
し
い
時
﹇le m

om
ent

﹈
を
瞬
時
に
﹇à l

’instant juste

﹈
に

捉
え
る
術
」
と
は
、
実
は
慎
重
に
筆
を
加
え
続
け
る
作
業
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
画

家
の
手
は
、
光
の
変
化
に
つ
ね
に
遅
れ
る
。
画
家
は
む
し
ろ
、
こ
の
遅
れ
を
こ
そ
生

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

プ
ル
ー
ス
ト
も
「
印
象
」
を
重
視
し
た
。
彼
が
モ
ネ
か
ら
得
た
示
唆
、
あ
る
い
は

共
感
を
見
出
し
た
も
の
が
「
印
象
」
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
プ
ル
ー
ス
ト
は
『
失
わ
れ
た

時
を
求
め
て
』
の
最
終
篇
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
印
象
だ
け
が
、
た

と
え
そ
の
実
体
が
ど
ん
な
に
も
ろ
く
て
も
、
ま
た
そ
の
痕
跡
が
ど
ん
な
に
と
ら
え
に
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く
く
て
も
、
真
実
の
標
識
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
、
印
象
こ
そ
は
精
神

に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
価
値
を
も
っ
た
唯
一
の
も
の
な
の
だ
」35
。
晩
年
の
モ
ネ
は

《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作
と
《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作
に
お
い
て
、
著
名
な
都
市
を
主
題

と
し
て
連
作
を
制
作
し
た
。
二
つ
の
連
作
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
モ
チ
ー
フ
（
い

ず
れ
も
各
々
の
都
市
を
代
表
す
る
場
所
）
が
描
か
れ
、
都
市
空
間
の
移
動
と
い
う
新

し
い
側
面
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
モ
ネ
は
連
作
の
制
作
を
通
し
て
（
ア
ト
リ
エ

で
の
加
筆
を
含
む
）、「
自
ら
が
得
た
印
象
が
真
実
の
も
の
で
あ
る
か
」
を
問
い
続
け

た
の
で
あ
る
。

注１ 　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
モ
ネ
作
品
の
デ
ー
タ
は
原
則
的
に
つ
ぎ
の
カ
タ
ロ
グ･

レ
ゾ
ネ

に
基
づ
く
。
な
お
、
適
時
、
同
書
記
載
の
作
品
番
号
を
記
す
。
ま
た
、
モ
ネ
書
簡
も
同

書
に
拠
る
。D

aniel W
ildenstein, C

laude M
onet: Biographie et catarogue raisonné, 

I 

（1840-1881

）, II 

（1882-1887

）, III 

（1888-1898
）, IV

 
（1899-1926

）, V
 

（Supplém
ent

）, Lausanne and Paris, 1974, 1879, 1979, 1885, 1991.

２ 　
《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
カ
タ
ロ
グ･

レ
ゾ
ネ
の
他
、
主
に
つ
ぎ
の

文
献
を
参
照
。Exh., cat., The Im
pressionists in London, The A

rts C
ouncil of G

raeat 

B
ritain, 1973, exh. cat., M

onet in London, text by G
race Seiberling, H

igh M
useum

, 

A
tlanta, 1988-89, N

icholas R
eed, M

onet and the Tham
es, 1998, exh., cat., M

onetʼs 

London, text by John H
ouse, et. al., M

useum
 of Fine A

rts, St. Petersburg （Florida

）, 
2005.

３ 　

＋
一
九
〇
〇
年
二
月
一
四
日
付
書
簡
。W

ildenstein, op. cit., IV, p.342.

４ 　

吉
野
石
膏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
《
テ
ム
ズ
川
の
チ
ャ
リ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
橋
》（
図
３
）

な
ど
で
は
、
二
つ
の
蒸
気
機
関
車
が
同
じ
方
向
に
勢
い
よ
く
煙
を
吐
き
出
し
て
い
る
の

が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
先
頭
と
最
後
尾
に
機
関
車
を
つ
な
ぐ
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
の

連
結
だ
ろ
う
。

５ 　

チ
ャ
リ
ン
グ･

ク
ロ
ス
駅
の
新
設
と
そ
れ
に
と
も
な
う
橋
と
病
院
の
建
設
経
緯
に
つ

い
て
は
、
つ
ぎ
の
文
献
か
ら
示
唆
を
得
た
。
小
池
滋　
『
英
国
鉄
道
物
語
』　

晶
文
社　

一
九
七
九
年　

一
五
六
―
五
七
頁
。

６ 　

モ
ネ
が
一
八
七
七
年
に
サ
ン
＝
ラ
ザ
ー
ル
駅
を
描
い
た
一
連
の
作
品
で
は
、
横
溢
す

る
煙
や
蒸
気
が
強
調
さ
れ
、
石
炭
の
匂
い
や
駅
の
ざ
わ
め
き
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は

駅
構
内
に
特
別
に
立
ち
入
っ
て
制
作
し
た
成
果
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
身
体

的
な
感
覚
性
は
モ
ネ
作
品
の
特
徴
で
あ
り
、
魅
力
と
も
な
っ
て
い
る
。
一
方
、《
ロ
ン

ド
ン
》
連
作
は
ホ
テ
ル
の
窓
か
ら
描
か
れ
て
お
り
、
対
象
と
の
距
離
（
空
間
的
・
精
神

的
）
の
た
め
に
、
描
写
に
や
や
観
念
的
な
面
が
見
ら
れ
る
の
は
否
め
な
い
。

７ 　

R
ené G

im
pel, Journal d’un collectionneur, 1963, p.156.

８ 　

作
品
の
年
記
に
関
し
て
は
、《
ル
ー
ア
ン
大
聖
堂
》
連
作
は
い
ず
れ
も
「
一
八
九
四

年
」
だ
っ
た
が
、《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作
で
は
複
数
の
年
記
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

チ
ャ
リ
ン
グ･

ク
ロ
ス
橋
を
描
い
た
作
品
の
う
ち
、四
点
（W

1521-1524

）
に
「C

laude 

M
onet 99 

」
の
署
名
・
年
記
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
が
、
連
作
に
着
手
し
た
ば
か
り
の
一

八
九
九
年
に
こ
れ
ら
の
絵
が
完
成
さ
れ
て
い
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。　

９ 　

一
九
〇
三
年
三
月
二
三
日
付
、
デ
ュ
ラ
ン
＝
リ
ュ
エ
ル
宛
書
簡
。W

ildenstein, op. 

cit., IV, p.363.

10 　

一
九
〇
三
年
四
月
一
五
日
付
、
ジ
ェ
フ
ロ
ワ
宛
書
簡
。Ibid., p.342.

11 　
《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作
に
つ
い
て
は
前
掲
の
カ
タ
ロ
グ･

レ
ゾ
ネ
の
他
、
主
に
つ

ぎ
の
文
献
を
参
照
。Philippe Piguet, M

onet et Venise, 1986.
12 　

一
九
〇
八
年
一
二
月
七
日
付
、
ジ
ェ
フ
ロ
ワ
宛
書
簡
。W

ildenstein, op. cit., IV, 

p.375.

13 　

一
九
〇
九
年
一
〇
月
八
日
付
、
ベ
ル
ネ
ー
ム
＝
ジ
ュ
ヌ
宛
書
簡
。Ibid., P.377.

14 　

ブ
ロ
ー
デ
ル
は
、「
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
来
た
作
家
は
あ
ま
り
に
も
数
多
く
、
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彼
ら
の
著
作
の
イ
ン
ク
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
あ
ら
ゆ
る
運
河
を
黒
ず
ま
せ
た
」
と
述
べ

て
い
る
。
フ
ェ
ル
ナ
ン･

ブ
ロ
ー
デ
ル　
『
都
市
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
』　

岩
崎
力
訳　

岩
波

書
店　

一
九
九
〇
年　

三
三
頁
。
代
表
的
な
例
と
し
て
、
レ
ニ
エ
の
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

風
物
誌
』
が
挙
げ
ら
れ
る
が
（
モ
ネ
の
滞
在
年
に
近
い
一
九
〇
六
年
に
刊
行
）、「
扉
の

詩
」
の
冒
頭
は
こ
う
綴
ら
れ
て
い
る
。「
大
運
河
と
、
群
れ
な
す
堀
の
／
緑
と
青
と
灰

色
の
水
面
に
ゆ
れ
て
、
／
わ
れ
ら
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
め
ぐ
り
は
／
サ
ン
＝
マ
ル
コ
聖
堂

か
ら
造
船
所
」。
ア
ン
リ･
ド･

レ
ニ
エ　
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
風
物
誌
』　

窪
田
般
彌
訳　

王
国
社　

一
九
九
二
年　

一
〇
頁
。

15 　

一
八
八
四
年
三
月
一
一
日
付
、
デ
ュ
ラ
ン
＝
リ
ュ
エ
ル
宛
書
簡
。W

ildenstein, op. 

cit., III, p.243.

16 　

ブ
ロ
ー
デ
ル　

前
掲
書　

二
〇
―
二
一
頁
。

17 　

ジ
ェ
フ
ロ
ワ
宛
書
簡
。W

ildenstein, op. cit., IV, p.374.

18 　

プ
ル
ー
ス
ト
の
足
跡
に
つ
い
て
は
主
に
つ
ぎ
の
資
料
を
参
照
。
吉
田
城　
「
プ
ル
ー

ス
ト
年
譜
」　
『
ユ
リ
イ
カ
』（
臨
時
増
刊　

総
特
集
「
プ
ル
ー
ス
ト
」）　

青
土
社　

一

九
八
七
年　

二
八
九
―
三
二
五
頁
。

19 　

主
に
つ
ぎ
の
文
献
を
参
照
。
井
上
究
一
郎　
『
幾
夜
寝
覚
』　

新
潮
社　

一
九
九
〇
年　

七
三
―
七
五
頁
。
岩
崎
力　
「
訳
者
あ
と
が
き
」　

ブ
ロ
ー
デ
ル
前
掲
書　

二
二
〇
―
二

二
一
頁
。

20 　

M
arcel Proust, C

otre Sainte-Beuve

（C
SB

）, B
ibliothèque de la pléiade, 1971, 

p.522. 

『
プ
ル
ー
ス
ト
全
集
』　

筑
摩
書
房　

第
一
四
巻　

一
六
七
頁
。
本
稿
に
お
け
る

プ
ル
ー
ス
ト
の
著
作
の
訳
に
つ
い
て
は
、
全
集
に
お
け
る
井
上
究
一
郎
氏
や
岩
崎
力
氏

等
の
訳
、
ま
た
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
に
関
し
て
は
吉
川
一
義
氏
の
訳
（
岩
波
文

庫
）
も
合
わ
せ
て
参
照
、
基
本
的
に
は
こ
れ
ら
の
訳
文
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
（
一

部
の
表
記
を
変
更
）。

21 　

Ibid., pp.88-89. 

同
上
書　

三
二
―
三
三
頁
。

22 　

Ibid., p.89. 

同
上
書　

三
三
頁
。
モ
ネ
と
プ
ル
ー
ス
ト
に
関
し
て
は
つ
ぎ
の
拙
論
で

考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。「
モ
ネ
と
プ
ル
ー
ス
ト
」　
『
実
践
女
子
大
学　

美
學
美
術
史

學
』　

第
二
四
号　

二
〇
一
〇
年　

一
―
一
五
頁
。
こ
の
拙
論
で
も
言
及
し
た
が
、『
失

わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
に
登
場
す
る
画
家
エ
ル
ス
チ
ー
ル
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
が
関
心
を

寄
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
画
家
の
複
合
体
と
し
て
造
形
さ
れ
た
。
吉
川
一
義
氏
は
、
小
説
中

の
エ
ル
ス
チ
ー
ル
の
作
品
を
描
写
し
た
部
分
と
、
プ
ル
ー
ス
ト
が
モ
ロ
ー
論
と
し
て
書

き
遺
し
た
文
章
（
草
稿
）
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
プ
ル
ー

ス
ト
が
取
り
上
げ
た
モ
ロ
ー
の
作
品
が
《
ケ
ン
タ
ウ
ロ
ス
に
運
ば
れ
る
亡
き
詩
人
》
と

同
定
し
、
次
の
二
つ
の
文
章
を
比
較
す
る
。
長
く
な
る
が
、
引
用
し
検
証
し
よ
う
。
モ

ロ
ー
論
草
稿
で
は
、「
太
陽
の
傾
き
ぐ
あ
い
の
正
確
な
角
度
と
か
、
移
ろ
い
や
す
い
の

が
止
ま
っ
た
よ
う
な
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
華
麗
な
光
と
か
で
、
い
わ
ば
精
密
な
情
報

が
え
ら
れ
る
の
だ
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
神
話
の
象
徴
に
一
種
の
現
実
感
が
与
え
ら
れ
、

そ
の
象
徴
を
定
過
去
で
描
い
て
語
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
」（『
プ
ル
ー
ス
ト
美

術
館
』　

筑
摩
書
房　

一
九
九
八
年　

二
〇
二
頁
）。
一
方
、『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』

に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
個
所
が
見
出
さ
れ
る
。「
太
陽
の
傾
き
ぐ
あ
い
の
正
確
な
角
度

と
か
、
影
の
忠
実
に
移
ろ
う
位
置
と
か
の
お
か
げ
で
、
そ
れ
が
何
時
か
ど
こ
ろ
か
何
分

か
ま
で
教
え
て
く
れ
る
。
こ
う
し
て
画
家
は
、
神
話
の
象
徴
を
一
瞬
の
う
ち
に
定
着
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
一
種
の
歴
史
的
現
実
を
生
き
て
い
る
と
い
う
印
象
を
与

え
、
そ
の
象
徴
を
定
過
去
で
描
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
」（M

arcel Proust, À la 

recherché du tem
ps perdu （RTP-n

）, B
ibliothéque de la Pléiade, 1988, II, p.715. 

吉

川
訳　

岩
波
文
庫　

第
七
巻　

一
七
九
頁
）。
二
つ
の
文
章
が
近
し
い
こ
と
は
、
吉
川

氏
が
「
草
稿
を
そ
っ
く
り
引
き
写
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
エ
ル
ス
チ
ー
ル

の
造
形
に
モ
ロ
ー
作
品
が
与
か
っ
た
証
左
と
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
（
前
掲
書　

二
〇
二

―
〇
三
頁
）。
た
だ
、
光
の
描
写
に
つ
い
て
は
、
経
緯
が
や
や
複
雑
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
モ
ロ
ー
作
品
の
光
の
描
写
に
関
し
て
こ
の
よ
う
に
記
し
た
文

章
は
他
の
批
評
家
等
に
も
例
が
な
い
。
プ
ル
ー
ス
ト
は
実
際
に
モ
ロ
ー
作
品
を
扱
う
際

に
、
彼
が
造
形
し
た
エ
ル
ス
チ
ー
ル
を
重
ね
な
が
ら
、
文
章
を
綴
っ
た
の
で
は
な
い
だ
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ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
エ
ル
ス
チ
ー
ル
像
に
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
が
モ
ネ
作
品
に
見
て
い

た
も
の
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』

中
の
以
下
の
箇
所
、「
何
時
か
ど
こ
ろ
か
何
分
か
ま
で
」﹇plus que l’heure, jusqu’à la 

m
inute

﹈
と
、「
こ
う
し
て
画
家
は
、
神
話
の
象
徴
を
一
瞬
の
う
ち
に
定
着
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
に
一
種
の
歴
史
的
現
実
を
生
き
て
い
る
と
い
う
印
象
を
与
え
」﹇l’artiste 

donne, en l’instantanéisant, une sorte de réalité histrique vécue au sym
bol

﹈
に
も
窺

わ
れ
る
。

23 　

G
eorges C

lem
enceau, “R

évolution de cathedrals” （1895

）, in C
laude M

onet: Les  

N
ym

phéas, 1928, new
 ed., 1990, p.78.

24 　

ガ
ス
ト
ン･

バ
シ
ュ
ラ
ー
ル　
『
夢
見
る
権
利
』　

筑
摩
書
房　

一
九
七
七
年　

四
五

頁
。

25 　

C
lem

enceau, op. cit., pp.77-78. 

ク
レ
マ
ン
ソ
ー
は
こ
の
文
章
で
、
ル
ー
ア
ン
大
聖

堂
を
「
石
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」﹇le m

onum
ent de pierre

﹈
と
呼
ん
で
い
る
。
大
聖
堂
、

ま
た
サ
ン･

ジ
ョ
ル
ジ
ュ･

マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
教
会
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
橋
な
ど
、
い
ず

れ
の
石
造
建
造
物
も
「
石
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
に
他
な
ら
な
い
。
小
黒
昌
文
氏
は
プ

ル
ー
ス
ト
論
の
中
で
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
に
着
目
、
語
義
の
確
認
を
含
め
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
い
う
『
構
築
物
』
が
担
う
役
割
は
、
何
よ
り

も
ま
ず
『
記
憶
を
後
世
に
伝
え
る
』
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
『
記
憶
』
を
『
不
朽

の
も
の
と
す
る
』
こ
と
に
あ
っ
た
。﹇
…
…
﹈『
記
憶
を
呼
び
覚
ま
す
も
の
』
が

〈m
onum

ent

〉
の
語
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

は
何
よ
り
も
ま
ず
記
憶
と
の
絆
を
そ
の
本
質
と
し
て
い
る
」（『
プ
ル
ー
ス
ト　

芸
術
と

土
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』　

名
古
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大
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版
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〇
九
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四
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―
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三
頁
）。
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記
憶
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作
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時
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に
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。

こ
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点
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て
は
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を
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。
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ク
レ
マ
ン
ソ
ー
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文
章
で
用
い
ら
れ
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い
る
「tem

ps

」
と
う
語
は
、「
時
間
」
と
と
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天
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す
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れ
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。
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追
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あ
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れ
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史
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れ
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。
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さ
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巡
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れ
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。
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。
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Philippe Piguet, M
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図１：「開業時のサヴォイ ･ ホテル」（ハロルド ･ オークレー作）　サヴォイ ･ ホテル資料部
図２：「当時のロンドン地図」（ABC Pictorial Map of London, 1892）　部分
図３：モネ　《テムズ川のチャリング ･ クロス橋》　W1536  1903年　油彩・カンヴァス
　　　73×100㎝　吉野石膏コレクション（山形美術館寄託）
図４：モネ　《ワーテルロー橋、ロンドン》　W1588  1903年　油彩・カンヴァス　64.45×100.33㎝
　　　ピッツバーグ　カーネギー美術館
図５：モネ　《国会議事堂、光の効果》　W1597  1903年　油彩・カンヴァス　81.3×92.1㎝
　　　ブルックリン美術館
図６：「サン ･ マルコ広場に建つモネとアリス夫人」（1908年10月）
図７：「ホテル ･ ブリタニアの便箋を使ったアリス夫人の手紙（1908年10月17日付）
図８：「モネの滞在場所と連作のモチーフ」（Philippe Piguet, Monet et Venise, 1986）
　　　①バルバロ宮　②ホテル ･ ブリタニア　③～⑩連作のモチーフ 
図９：カナレット　《カナル ･ グランデの入口、税関とサルーテ教会》　1729-34年
　　　油彩・カンヴァス　49.5×72.5㎝　ヒューストン美術館
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図10： モネ　《カナル ･ グランデ、ヴェネツィア》　W1738　1908年 
油彩・カンヴァス　73.7×92.4㎝　ボストン美術館

図11： モネ　《黄昏、ヴェネツィア》　W1769　1908年　油彩・カンヴァス　73.7×92.4㎝ 
東京　ブリヂストン美術館

図12： モネ　《サン ･ ジョルジョ･ マッジョーレ島から見たドゥカーレ宮》 W1755  1908年 
油彩・カンヴァス　65.4×92.7㎝　ニューヨーク　メトロポリタン美術館

図13： モネ　《ダリオ宮》　W1759　1908年　油彩・カンヴァス　92×73㎝ 
カーディフ　ウエールズ国立美術館

図14：モネ　《サルーテ運河》 W1763　1908年　油彩・カンヴァス　100×65㎝　個人蔵
図15：「ドゥカーレ宮と鐘楼」
図16：「ホテル ･ ブリタニア（現在はホテル ･ エウローペ）」
図17： モネ《ルーアン大聖堂、ポルタイユ、 青のハーモニー》 W1355  1893-94年 

油彩・カンヴァス　91×63㎝　パリ　オルセー美術館
図18：「アリス夫人が送った絵葉書」（1908年10月10日付）


